
〈
編
集
後
記
〉

昭
和
五
十
七
年

一
月
十
三
日
、
学
校
法
人
日
本
体
育
会
理

事
会
は

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
百
年
史

繍
…纂
委
員
会
規
程
」
を
採
択
し
、
編
纂
委
員
会
を

ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
こ
の
規
程
に
よ
れ
ば
、
編
纂
委
員
会
は

『学
校
法

人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
百
年
史
』
の
編
集
に
あ
た

る
こ
と
を
目
的

に
、
(
一
)
百
年
史
の
企
画
立
案
、
(二
)
百

年
史
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
(三
)
百
年
史
の
執
筆
・校
正
・

編
集
そ

の
他

の
事
業
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
も
、
こ

の
規
程
に
は

『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
八

十
年
史
』
の
例
に
な
ら

っ
て
、
「理
事
長
は
委
貝
会

の
意
見
を

聴

い
て
、
百
年
史
の
執
筆
を
部
外
者

に
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
本
部

に
編
纂
委
員
会
の
事
務
局
を
置
き
、
幹
事
及
び
書
記
若
干
名

を
置
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
百
年
史
刊
行
事
業

の
目
処
が
つ
け
ら
れ
、
昭
和
六
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

が
刊
行
の
期
限
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十

一
年
間
に
わ
た
る

事
業
と
し
て
百
年
史
の
編
纂
が
構
想
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

一
回
の
編
纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
五
十
八
年
六
月
二
十
九
日
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
し
て
み
れ

ば
、
そ
の
期
間
は
実
際
に
は
十
年
間
を
切
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。こ

の
間
、
編
纂
委
員
会
委
員
長
は
三
代
に
わ
た

っ
た
。
竹

本
正
男
委
員
か
ら
見
形
道
夫
委
員
を
経
て
長
田

一
臣
委
員

へ

と
リ
レ
!
さ
れ
た
。
こ
の
交
替
は
委
員
長
が
日
本
体
育
大
学

を
定
年
退
職
し
た
た
め
の
措
置
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
伴

っ

て
編
集
方
針
に
も
若
干

の
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
入
年
七
月
十
三
日
の
編
纂
委
員
会
で
は
、
(
一
)

通
史
と
資
料
と
に
わ
け
て
編
集
す
る

こ
と
、
(二
)
大
学
で
は

独
自
に
編
集
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
、
(三
)執
筆
者
は
分
担

方
式
と
す
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
、
萬
波
教
幹
事

(法
人

嘱
託
職
員
)
か
ら
本
書

の
構
成
案
が
提
出
さ
れ
た
。
構
成
原

案
は
、
昭
和
六
十
年
六
月
四
日
の
第
三
回
編
纂
委
員
会
で
大

幅
に
変
更
さ
れ
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
二
十
三
日
付
け
を
も

っ
て
法
人
設
置

の
各
学
校
に
対
し
て
原
稿
執
筆
の
依
頼
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
二
十
七
日
の
文
書
、
す
な

わ
ち

「百
年
史
刊
行
計
画
」
に
よ
れ

ば
、
構
成
案
は
再
度
変

更
さ
れ
、
次

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

口
絵
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序

百
年
史
刊
行
に
あ
た

っ
て

第

一
編

日
本
体
育
会

の
百
年

一
二
〇
枚

第
二
編

日
本
体
育
大
学

の
百
年

二
〇
〇
枚

第
三
編

日
本
体
育
会
各
学
校
の
歴
史一

五
〇
枚

年
譜

付
録

史
料

・
資
料

こ
の
萬
波
幹
事
に
よ
る
構
成
案
に
よ
れ
ば
、
本
編
と
資
料

編
を
切
り
離
し
て
刊
行
す
る
と
の
当
初

の
計
画
は
、
合
冊
本

と
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
に
よ
る
上
記

の
枚
数
を
定
め
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
算
方
法
に
基
づ
い
て
割
り
出
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い

け
れ
ど
も
、
9
ポ
な

い
し
10
ポ
活
字
を
使

っ
た
B
5
判
の
頁

数
は
口
絵
を
含
め
て
三
三
六
百
ハに
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ

た
。こ

の
よ
う

に
、
実
質
的
な
内
容

の
検
討
、
原
稿

の
作
成
作

業
は
お
ろ
か
、
資
料
の
収
集

・
整
理
等
も
行
わ
れ
ず
、
百
年

史
と
し
て
の
構
成
の
案
だ
け
が
二
転
三
転
し
て
約
五
年
間
が

費
や
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
そ
の
構
成
案
も
無
駄
に
お
わ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
本
書
は
、
当
初
か
ら
書
名
を
入
十
年
史
に

な
ら

っ
て

『学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学
百
年

史
』
と
し
て
構
想
さ
れ
て
き
た
に
も
拘
ら
ず
、
平
成
二
年
二

月
二
十
三
日
の
編
纂
委
員
会

で
は

『
学
校
法
人
日
本
体
育
会

百
年
史
』
を
最
終
的
な
タ
イ
ト
ル
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

翌
二
十
四
日
の
日
付
け
で
米
本
正
理
事
長
に
報
告
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
営
母
体

で
あ
る
法
人
と
、
教
育
・

研
究
活
動
の
現
場
で
あ
る
大
学
の
年
史
を
同

一
の
姿
勢
で
編

纂
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
大
学
選
出
の
編
纂
委
員
会

委
員
か
ら

の
強
い
主
張
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
既
に
依
頼
さ
れ
執
筆
済
の
原

稿
は
、
こ
の
段
階
に
な

っ
て
新
た
に
稿
を
起
こ
し
直
す
必
要

に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

平
成
二
年
五
月
に
な

っ
て
、
大
学

選
出
委
員
の
定
年
退
職

に
よ
る
補
充
と
、
全
く
進
展
し
な
い
原
稿
作
成
作
業
に
対
処

す
る
た
め
に
、
新
た
に
大
学
よ
り
今
井
毅
、
谷
釜
了
正
の
二

名
の
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

平
成
二
年
六
月
、
事
態
を
全
面
的

に
打
開
す
る
た
め
に
、

編
纂
作
業
の
た
め
の
実
行
部
隊
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
実
行
部
隊
の
総
責
任
者
に
は
長

田

一
臣
編
纂
委
員
会
委
員
長
が
あ
た
り
、
実
働

の
中
心
は
日
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本
体
育
大
学
体
育
史
研
究
室

の
ス
タ

ッ
フ
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
研
究
室
主
任
の
高
島
実

(委
貝
)
、
谷
釜
了
正

(委

員
)
、
さ
ら
に
佐
久
間
康
、
金

田
英
子
、
水
谷
秀
樹

の
各
教

員
、
野
田
克
彦
、
下
谷
内
勝
利
、
荻
浩
三
、
大
杉
元

一
、
斎

藤
雅
英
の
各
大
学
院
生
が
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
図
書
館
か
ら
は
山
井
康
司
(幹
事
)
、
阿
部
憲
二
の

両
氏
の
協
力
が
取
り
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
極
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
実
行
部
隊

の
編
成
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
等
で
報
告
さ
れ
、
正

式
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
遂
に
な
か

っ
た
。

年
表

・
資
料
編

の
作
成
作
業

の
責
任
者
に
阿
部
氏
が
、
本

編
の
執
筆
責
任
者
に
谷
釜
委
員
が
あ
た
り
、
実
働
隊
全
体

の

統
括
責
任
者
と
し
て
高
島
委
員
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に

な

っ
た
。
そ
の
他

の
教
員
お
よ
び
院
生
は
、
そ
の
都
度
必
要

に
応
じ
て
資
料

の
収
集

・
整
理
作
業
等
に
従
事
し
た
。
刊
行

ま
で
の
時
間
的
猶
予
は

一
年
四
か
月
足
ら
ず
し
か
な

い
た
め

に
、
作
業
は
し
ば
し
ば
深
夜
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、

こ
の
作
業
過
程
に
お
い
て
日
本
体
育
大
学
大
学
院
の
修
了
者

で
あ
り
、
当
研
究
室
で
修
士
論
文
を
纏
め
た
松
尾
順

一

(現
、

東
京
都
立
商
科
短
期
大
学
)
お
よ
び
福
地
豊
樹

(現
、
群
馬

大
学
)
の
両
先
生
に
も
専
門
の
立
場
か
ら
ご
協
力
を
載

い
て

い
る
。
さ
ら
に
安
岡
博
文
氏

(法
人
本
部
事
務
局
職
員
)
も

直
接

・
間
接
に
多
く
の
協
力
を
惜
し

ま
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ

に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
実
行
部
隊
は
何

よ
り
も
ま
ず
史

(資
)

料
の
収
集
と
整
理
を
最
優
先
の
業
務

と
し
た
。
従
来
よ
り
大

学
図
書
館
が

「
日
体
資
料
」
と
し
て
収
集
し
続
け
て
き
た
史

(資
)
料
が
整
理
さ
れ
、
法
人
本
部

に
保
管
の
資
料
も
追
加

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
本
学
図
書

館
に
貴
重
な
資
料
を
提

供
さ
れ
た
大
場

一
義
先
生

(現
、
信
州
大
学
)
や
中
村
民
雄

先
生

(現
、
福
島
大
学
)
か
ら

の
日
体
関
係
史
料
や
、
さ
ら

に
は

『学
校
法
人
日
本
体
育
会
・
日
本
体
育
大
学
八
十
年
史
』

の
執
筆
者
の
木
下
秀
明
先
生

(現
、

日
本
大
学
)
か
ら
の
資

料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
綿
井
永
寿
委
員
を
通
し
て
『大

正
風
俗
ス
ケ
ッ
チ

・
東
京
あ
れ
こ
れ
』
の
著
作
者
と
し
て
知

ら
れ
る
竹
内
重
雄
氏
が
大
井
時
代
の
日
本
体
育
会
体
操
学
校

の
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
衷
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

資
料
の
収
集

・
整
理
作
業
が

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
本

書

の
構
成
を
確
定
し
て
執
筆
作
業
に
入
っ
た
。
刊
行
予
定
日

と
し
て
平
成
三
年
十
月
二
十
入
日
の

「学
校
法
人
日
本
体
育
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会

・
日
本
体
育
大
学
創
立
百
周
年
記
念
式
典
L
当
日
が
選
ば

れ
て
い
た
た
め
に
、
執
筆
に
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
は

十
ケ
月
に
満
た
な
か

っ
た
。
す

で
に
萬
波
幹
事
に
よ

っ
て
纏

め
ら
れ
て
い
た

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
百
年
」

の
原
稿

は
、
僅
か
に
五
十
頁
余
に
し
か
な
ら
な
く
て
、
到
底
百
年
の

歴
史
に
見
合
う
だ
け
の
分
量
と
は
言
え
ず
、
こ
れ
を
追
加
す

る
か
、
新
た
に
稿
を
起
こ
す
か
が
検
討
さ
れ
た
が
、
本
書
の

書
名
が

『学
校
法
人
日
本
体
育
会
百
年
史
』
に
改
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
内
容

の
主
体
を
学
校
法
人
日
本
体
育
会
の

歴
史
に
置
き
、
新
た
に
全
体
の
構
成
を
見
直
し
て
執
筆
し
直

さ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

従
前

の
原
稿
に
つ
い
て
は
殆
ど
役
に
た
た
な
か

っ
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
法
人
傘
下
に
あ
る
学
校
の
う
ち
、

高
等
学
校
四
校
、
専
門
学
校

一
校
、
幼
稚
園

一
校
の
原
稿
は

既
に
脱
稿
の
状
態
に
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
内

容
的

に
で
は
な
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
斜
酌
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
に
よ
り
詳
し
い
記
述
を
お
願

い
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
あ
た

っ
て
実
行
部
隊
か

ら
は
、
新
た
に
若
干
の
追
加
資
料
の
補
充
が
お
願

い
さ
れ
て

い
る
。

第

一
部

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
沿
革
」
が
脱
稿
さ
れ

た
段
階
で
は
、
第
二
部
第

一
編
の
「
日
本
体
育
大
学

の
沿
革
」

と
、
第
二
編

「
日
本
体
育
大
学
女
子
短
期
大
学
の
沿
革
」
に

つ
い
て
は
、
未
だ
全
く
手
付
か
ず
の
状
態
に
あ

っ
た
。

こ
の

二
編
の
執
筆
は
極
め
て
短
時

日
に
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

細
か
な
事
柄
に
ま
で
注
意
を
集
中
し
て
叙
述
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
ま
た
時
間
的
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
執

筆
担
当
者
が
以
前
に
叙
述
し
た
文
章

を
採
用
す
る
こ
と
も
止

む
な
し
と
し
た
。
と
り
わ
け
日
本
体
育
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
の

部
史

『チ
ャ
ン
ス
の
像
と
と
も
に
～
日
体
ラ
グ
ビ
ー
入
十
余

年
の
歩
み
』
か
ら
は
多
く
の
部
分
が
転
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
部
史

の
編
集
委
員
会
委
員
長

で
あ

っ
た
綿
井
永
寿
先
生
の
ご
理
解

に
感
謝
申
し
上
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。

と
ま
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
遅
れ

た
作
業
が
実
質
的
に
は

約
十
か
月
間

の
激
務
に
よ

っ
て
取
り
戻
さ
れ
、
平
成
三
年
七

月

の
時
点
で
十
月
刊
行
の
目
処
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
信
じ
が
た
い
離
れ
業
が
可
能
と

な

っ
た
の
は
、
ワ
ー
プ

ロ
と
い
う
武
器
を
つ
か

っ
て
編
集
お

よ
び
植
字

・
校
正
の
工
程
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
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で
あ
る
。
原
稿
用
紙
に
認
め
ら
れ
た
原
稿
で
は
な
く
、

フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
入
力
さ
れ
た
原
稿
を
印
刷
所
に
入
稿
す

る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
書
籍
作
り

の
過
程
に
お
い
て
如
何
に
能
率
化

・
省
力
化

の
工
夫
が
講
じ

ら
れ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
発
刊
に
漕
ぎ
つ
け
る
ま
で
に

は
、
各
頁
ご
と
の
レ
イ
ア
ウ
ト
編
集
や
校
正
と
い
っ
た
細
心

の
集
中
力
を
要
求
さ
れ
る
陰
に
隠
れ
た
作
業
を
避
け
て
通
る

訳
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
作
業
を
終
始
担
当
さ
れ
た
阿
部
憲

二
氏
の
忍
耐
と
努
力
に
対
し
て
、
改
め
て
賞
賛
の
言
葉
を
贈

り
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
努
力
も
虚
し
く
、
"諸
般
"

の
事
情
に
よ
り
予
定
の
期
日
に
本
書
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
作
業

が
再
開
さ
れ
て
も
最
早
実
行
部
隊
に

一
時
期
の
精
神
的

・
肉

体
的
な
緊
迫
感
の
維
持
を
要
求
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

っ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
遅
れ
に
よ

っ
て
多
少
な

り
と
も
心
安
ま
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
本
書

の

口
絵
に
、
皇
太
子
殿
下
の
台
臨
を
仰

い
で
盛
大
に
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
た

「学
校
法
人
日
本
体
育
会

・
日
本
体
育
大
学

創
立
百
周
年
記
念
式
典
」
の
模
様
を

一
部
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
、
体
育
史
研
究

室

の
ス
タ

ッ
フ
と
も
ど
も
本
書

の
刊
行
を
心
よ
り
慶
び
た
い

と
思
う
。

(了
)
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